
　稲作の歴史を知ってもらおうと金谷小学校の児童ら
が、昔ながらの方法で稲刈りを体験。児童らは今年４
月、JAはまゆう地区本部青年部支部メンバーの協力で、
同市南方にある松田朋和さんの田んぼ約４アールにもち
米の苗を植えました。この日の稲刈りでは、横一列になっ
て稲の束をつかみ、鎌を斜めに引き上げて次々と収穫。
その後は足踏み脱穀機や千歯ごきを使った脱穀作業も
体験。収穫したもち米は同校の餅つき大会で使われる
予定です。
　児童らは「稲を鎌で刈る時に力が必要で大変でした。
自分たちで刈ったもち米で餅つきをするのが楽しみで
す。」と話していました。

　大束小学校の全校児童と大束中央保育園の年長児
は同校横の畑で４月に甘藷の苗植え体験を行いました。
今回、その甘藷が収穫の時期を迎え収穫体験を実施。
この取り組みは郷土への理解と愛情を育て、収穫の喜
びを味わってもらおうと毎年実施されています。参加者
らは今年も美しい色で大きく実った甘藷に喜びの表情
を浮かべながら手際よく収穫していました。

TOPICS
くしまトピックス

　防災意識を高めてもらおうと、ちぐさ保育園の放課後児
童クラブは同クラブに通う小学生を対象とした防災頭巾の
制作を行いました。参加者は保護者や地域の方に裁縫を習
いながらフェイスタオル３枚を手順に添って根気よく縫い合
わせ、頭に被る部分が出来上がると、最後は顎下で結ぶヒ
モを縫い付けて仕上げました。完成すると嬉しそうに実際
にかぶって感触を確かめ、防災への意識を高めていました。

　　�東日本大震災の教訓学ぶ８　22

　市職員対象の防災研修を市総合保健福祉センターで
行い、各部署から約70人が参加。講師に航空自衛隊出
身で防衛省の第４代統合幕僚長を務めた岩﨑茂さんを
招き、大規模災害に備えた体制づくりや心構えについ
て学びました。岩﨑さんは航空幕僚長時代に東日本大
震災を経験。当時、災害派遣された自衛隊員は最大限
の10万６千人で、被害がより広範囲にわたる南海トラフ
巨大地震の派遣計画も約11万人で対応には限界がある
と指摘。「災害の危機管理は、国と地方自治体、住民が
一体とならなければならない。自治体においては、全部
署で情報共有できるシステムを構築し、防災訓練を積
み重ねることが重要。」と話しました。

　　頭巾制作で防災意識を高める８　５

　10月５日（日）に本市の３大イベントの１つである「第42回福島港
花火大会」が開催され、会場となった福島港周辺は多くの来場者
でにぎわいました。
　花火は２部編成で打ち上がり、クライマックスになるにつれ�
ダイナミックに大輪が雄大な夜空を彩ると、会場は感動に包まれ
ました。

もくじ C O N T E N T S

　国道448号の蔵元橋に側道橋が完成したことを祝い、
開通式が開催されました。式典では関係者や住民など
約80人が参加。市長や宮崎県県土整備部長などのあい
さつ、南さくら認定こども園の年長による和太鼓の演
奏の後、テープカットが行われました。参加者らは渡
り初めでこれから安心して橋を渡れることの喜びを感
じながら、満面の笑みを浮かべて歩いていました。

　　東九州自動車道全線開通に向け団結８　16

　　�昔ながらの方法で金谷小稲刈り体験８　27　　�甘藷の苗植え・収穫を通して
　　特産品への親しみを
８　28
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　東九州自動車道建設促進日南・串間・志布志地区協
議会は、東九州道全線開通に向けて活動の継続を確
認する総決起大会を市文化会館大ホールで行いました。
２年ぶりの開催となり、３市の市長や住民ら約千人が
参加。同協議会会長の高橋透日南市長が「ガソリン税
の暫定税率廃止の動きがある中、財源確保と全線開通
に向け気を緩めず結束しましょう。」と誓うと、事業中
の日南東郷～志布志間の早期完成や防災・減災のため
の道路ネットワークの整備などを求める大会決議を採
択しました。最後は会場内の全員でガンバロー三唱を
して団結。その他にも国土交通省九州地方整備局の小
林秀典道路調査官による講演や３市の高校生による意
見発表も行われました。
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